３学年道徳学習指導案
１　主題名　感謝・貢献　２－（６）

２　ねらい　他者の自分への振る舞いに対して、感謝の気持ちを持ち、それに応えようとする心情を養う。

３　資料名　「決勝へ！　上村愛子」　みんなで生き方を考える道徳（日本標準）

４　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問と予想される生徒の反応
	留意点

	導入
	１，感謝したくなるときはどんな時？ 
	・話を聞いてくれたとき。

・自分のミスを取り返してもらったとき。
・いつも見守ってくれる。
	

	展
開
	２，映像を見る

３，資料を読む（5分）
４，内容把握

５，上村愛子の気持ちを考える。

６，今の自分を考える。 
	オリンピック・・・・ソルトレイクシティ
上村愛子の順位は・・6位

里谷多英の順には・・3位（銅メダル）
○里谷多英がメダル獲得をしたとき、上村愛子はどんな気持ちだったか？
・里谷多英おめでとう。
・悔しい。　　・精一杯やった
●母に抱きつき大粒の涙を流した時、どんなことを考えていたでしょう？

・くやしい。　・メダルが取れなくてごめん。

・応援してくれてありがとう。
　　　感謝したのは母だけ？
 
両親や観客みんなも感謝している
○自分が感謝している人、自分に感謝している人はいないか考えよう。
・両親　　・友達　　・先生

	○説明
○簡単に確認する。

○悔しい気持ちは当然あるが、仲間の結果もうれしい。同じ仲間。

○母だけでなく、声援にも勇気をもらっていることに気付かせる。

　※感謝につながる
（声援に応えよう！）



	終
末
	７，感想を書く。
	○お互いに感謝しあうことで生まれてくるものは何か考えながら、感想を書く。
	○できるだけ詳しく書く。数人発表。


５　板書計画





「決勝へ！　上村愛子」

２／５（火）
３年（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　）

メモ　※自由に書いてかまいません。
	


○誰に感謝している？ 

	誰
	理　　　由

	
	

	
	


○誰から感謝されている？

	誰
	理　　　由

	
	

	
	


○感想　
	感謝 → （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	


　　決勝へ！　上村愛子





　　　　　　　　オリンピック出場


　　　　　　　　モーグル（スキー）


　　　　　　　　６位





里谷多英がメダルを獲得したときの気持ちは？


　　・悔しい


　　・メダル獲得おめでとう


　　・精一杯やった





　大粒の涙を流したときどんなことを考えていただろう？


　　・悔しい　　　・ごめん


　　・ありがとう





　母・観客・みんな･･･感動・勇気　　　　　　　


　    


上村愛子･･･応援・勇気





　誰に感謝している


　　母　父　友達　先生





　誰に感謝されている人


　　母　父　友達　先生


　　　　


　


　感謝に答えようとする気持ち








写真








